Module 国際問題-1（November15~December15,2005,）1年英語科

1　到達目標

（1） 国連や国際問題に関する英文の大意を把握することができる。

（2） 環境問題を中心とする国際問題の諸要因を、分析することができる。

（3） 環境問題を中心とする国際問題の諸要因を分析した英文が、書けるようになる。

（4） 各国の環境問題の解決策を提示する英文が、書けるようになる。

（5） 各国の環境問題の解決策を、効果的に口頭発表することができる。

２　教材　

（1） WHAT’S UP 2005-6 Intermediate （桐原書店）

（2） EYE ON THE WORLD 2005　（中央図書）

	INPUT
	OUTPUT

	Reading

（総合英語）
	総合的な学習の時間


	Writing
	Speaking

	EYE ON THE 

WORLD 2005
The United Nations Celebrates its 60th　
World Overpopulation

WHAT’S UP 2005-6
Tsumami: the world’s disaster

EYE ON THE 

WORLD 2005
The Indian Ocean Earthquake and

Tsunami
	インターネットを利用した情報検索

グループ討論①

京都議定書に関する各国の主張をまとめる。

（ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ11月29日版）

講義①

各国の主張をフローチャート化し、京都議定書に関する各国の論議の概略に関する講義を行う。

グループ討論②

講義に基づき、各国の主張をさらに討議し、論題をより明確にする。（ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ12月1日版）


	ピアによる作業

環境破壊派・環境保護派のそれぞれパートごとにスキット英文原稿を作成する。
	ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ

（12月12日）



